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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月23日(2018.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱硬化性生体光組成物であって、該組成物の体積あたりの重量約２０％を超える濃度の
ブロック共重合体、および該ブロック共重合体内に可溶化された少なくとも一つの発色団
を含む、熱硬化性生体光組成物。
【請求項２】
　前記ブロック共重合体が、ポリエチレングリコール－プロピレングリコール（（ＰＥＧ
）－（ＰＰＧ）、ポリエチレングリコール－ポリ（乳酸－ｃｏ－グリコール酸）（ＰＥＧ
－ＰＬＧＡ）およびポリエチレングリコール－ポリ（ε－カプロラクトン）（ＰＥＧ－Ｐ
ＣＬ）から選択される少なくとも一つの配列を備える、請求項１に記載の熱硬化性生体光
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組成物。
【請求項３】
　前記ブロック共重合体がポリエチレングリコール－プロピレングリコール（（ＰＥＧ）
－（ＰＰＧ））の少なくとも一つの配列を備える、請求項２に記載の熱硬化性生体光組成
物。
【請求項４】
　前記ブロック共重合体がポロキサマーである、請求項１に記載の熱硬化性生体光組成物
。
【請求項５】
　前記発色団が、約４００ｎｍ～約７５０ｎｍの範囲内のピーク吸収またはピーク放射波
長を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項６】
　前記発色団が、キサンテン染料、アゾ染料、メチレンブルー染料およびクロロフィル染
料から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項７】
　前記キサンテン染料が、エオシンＹ、エリスロシンＢ、フルオレセイン、ローズベンガ
ルおよびフロキシンＢから選択される、請求項６に記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項８】
　ゼラチン、ヒドロキシエチルセルロース（ＨＥＣ）、カルボキシメチルセルロース（Ｃ
ＭＣ）および増粘剤から選択される安定剤をさらに含む、請求項１～７のいずれか一項に
記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項９】
　酸化剤をさらに含み、該酸化剤は、過酸化水素、過酸化尿素および過酸化ベンゾイルか
ら選択される、請求項１～８のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項１０】
　生体光皮膚治療のための、請求項１～９のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物
であって、
　　該熱硬化性生体光組成物が標的皮膚組織の上に適用され、
　　該熱硬化性生体光組成物が、少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ
光により照射され、
　該組成物が該皮膚の治癒を促進することを特徴とする、熱硬化性生体光組成物。
【請求項１１】
　前記皮膚治療が、にきび、湿疹、乾癬および皮膚炎から選択される皮膚疾患を治療する
ことを含む、請求項１０に記載の熱硬化性生体光組成物。
【請求項１２】
　前記皮膚治療が、皮膚の若返りを促進することを含む、請求項１０に記載の熱硬化性生
体光組成物。
【請求項１３】
　創傷治癒を促進するための、請求項１～１２のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組
成物であって、
　　該熱硬化性生体光組成物が創傷の上に適用され、
　　該組成物が、少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ光により照射さ
れ、
　該組成物が創傷治癒を促進することを特徴とする、熱硬化性生体光組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、瘢痕を予防または治療する、請求項１３に記載の熱硬化性生体光組成物
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　その他一部の実施形態では、本明細書に定義された熱硬化性生体光組成物は、約－３～
－０．１、約－２～約－０．１の範囲、または約－０．２、－０．３、－０．４、－０．
５、－０．６、－０．７、－０．８、または－０．９のゲル化指数を持つ。本明細書で使
用される場合、「ゲル化指数」という表現は、熱硬化性生体光組成物のゲル化速度または
硬化速度を指す。ゲル化速度は、２３℃および２５℃、または２５℃および２７℃、また
は２７℃および２９℃、または２９℃および３１℃、または３１℃および３３℃、または
３３℃および３５℃、または３５℃および３７℃で熱硬化性生体光組成物がゲル化するた
めに必要な時間を決定し、二つの温度点でのゲル化速度を導き出すことによって得られる
。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　熱硬化性生体光組成物であって、該組成物の体積あたりの重量約２０％を超える濃度の
ブロック共重合体、および該ブロック共重合体内に可溶化された少なくとも一つの発色団
を含む、熱硬化性生体光組成物。
（項目２）
　前記ブロック共重合体がポリエチレングリコール－プロピレングリコール（（ＰＥＧ）
－（ＰＰＧ））の少なくとも一つの配列を備える、項目１に記載の熱硬化性生体光組成物
。
（項目３）
　前記ブロック共重合体がポロキサマーである、項目１または２に記載の熱硬化性生体光
組成物。
（項目４）
　前記ポロキサマーがプルロニックＦ１２７である、項目３に記載の熱硬化性生体光組成
物。
（項目５）
　前記発色団が光を吸収および放射することができる、項目１～４のいずれか一項に記載
の熱硬化性生体光組成物。
（項目６）
　前記発色団が可視領域の光を吸収および／または放射することができる、項目１～５の
いずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物。
（項目７）
　前記発色団がキサンテン染料である、項目１～６のいずれか一項に記載の熱硬化性生体
光組成物。
（項目８）
　キサンテン染料が、エオシンＹ、エリスロシンＢ、フルオレセイン、ローズベンガルお
よびフロキシンＢから選択される、項目７に記載の熱硬化性生体光組成物。
（項目９）
　前記発色団が水溶性である、項目８に記載の熱硬化性生体光組成物。
（項目１０）
　さらに安定剤を含む、項目１～９のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物。
（項目１１）
　前記安定剤がゼラチン、ＨＥＣおよびＣＭＣから選択される、項目１０に記載の熱硬化
性生体光組成物。
（項目１２）
　皮膚疾患の生体光治療のための方法であって、
　　項目１～１１のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物を標的皮膚組織の上に適
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用することと、
　　前記少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ光を組成物に照射するこ
ととを含み、
　該方法が該皮膚疾患の治癒を促進する方法。
（項目１３）
　前記皮膚疾患が、にきび、湿疹、乾癬または皮膚炎から選択される、項目１２に記載の
方法。
（項目１４）
　にきびの生体光治療のための方法であって、
　　項目１～１１のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物を標的皮膚組織の上に適
用することと、
　　前記少なくとも一つの発色団の吸収スペクトルと重複する波長を持つ光を組成物に照
射することとを含み、
　該方法がにきびを治療する方法。
（項目１５）
　創傷治癒を促進するための方法であって、
　　項目１～１１のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物を標的皮膚組織の上に適
用することと、
　　前記少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ光を組成物に照射するこ
ととを含み、
　該方法が創傷治癒を促進する方法。
（項目１６）
　皮膚の若返りを促進するための方法であって、
　　項目１～１１のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物を標的皮膚組織の上に適
用することと、
　　前記少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ光を組成物に照射するこ
ととを含み、
　該方法が皮膚の若返りを促進する方法。
（項目１７）
　瘢痕の予防または治療のための方法であって、
　　項目１～１１のいずれか一項に記載の熱硬化性生体光組成物を標的皮膚組織の上に適
用することと、
　　前記少なくとも一つの発色団によって吸収される波長を持つ光を組成物に照射するこ
ととを含み、
　該方法が創傷治癒を促進する方法。
（項目１８）
　前記熱硬化性生体光組成物が前記標的皮膚組織上にスプレーされる、項目１２～１７の
いずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　照射後に前記熱硬化性生体光組成物が取り除かれる、項目１２～１８のいずれか一項に
記載の方法。
（項目２０）
　照射後に前記熱硬化性生体光組成物が所定の位置に放置される、項目１２～１８のいず
れか一項に記載の方法。
（項目２１）
　前記発色団が、照射後に少なくとも部分的に光退色する、項目１２～２０のいずれか一
項に記載の方法。
（項目２２）
　前記熱硬化性生体光組成物が、前記発色団が少なくとも部分的に光退色するまで照射さ
れる、項目１２～２１のいずれか一項に記載の方法。
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